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私
は
食
料
不
足
が
ひ
ど
い
時
に
は
、
帯
革
の
皮
を
焼
い

て
食
べ
た
記
憶
が
、
六
十
年
す
ぎ
た
今
で
も
は
っ
き
り
残

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

冬
の
寒
さ
は
格
別
で
、
空
気
が
凍
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
す
る

時
は
マ
ロ
ー
ズ
と
い
っ
て
屋
外
労
働
は
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
炭
坑
は
そ
の
点
、
寒
さ
の
苦
し
み
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

 

炭
坑
は
酸
素
が
薄
い
の
も
で
す
か
ら
ア
チ
コ
チ
に
坑
口

が
あ
り
、
石
炭
の
掘
削
、
炭
車
へ
の
石
炭
の
積
み
込
み
、

炭
車
の
運
搬
が
日
本
兵
の
仕
事
で
し
た
。 

 

入
ソ
し
て
か
ら
一
年
半
に
な
り
ま
し
た
ら
給
養
も
改
善

さ
れ
、
ノ
ル
マ
の
達
成
率
に
よ
っ
て
は
わ
ず
か
な
が
ら
金

銭
が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
タ
バ
コ
ぐ
ら
い
は
買
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
売
店
も
出
来
て
、
身
体
の
丈
夫
な

者
は
物
を
買
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
、
日
本

向
け
の
ハ
ガ
キ
が
支
給
に
な
り
、「
カ
ナ
」
で
書
く
よ
う
に

言
わ
れ
ま
し
た
。
収
容
所
の
生
活
も
落
ち
着
い
て
死
亡
者

も
減
り
、
炭
坑
の
事
故
死
も
落
盤
と
か
ト
ロ
ッ
コ
に
挾
ま

れ
て
死
ぬ
と
か
は
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
三
年
九
月
二
十
日
、
ク
ラ
ス
ノ
ス
カ
ヤ
の
近

く
の
サ
ジ
ヨ
ル
ナ
ヤ
を
出
発
、
待
ち
に
待
っ
た
「
ト
ー
キ

ョ
ー
ダ
モ
イ
」
で
す
。
ナ
ホ
ト
カ
で
「
朝
嵐
丸
」
に
乗
船
、

舞
鶴
に
上
陸
、
懐
か
し
の
我
が
家
に
帰
っ
た
の
は
昭
和
二

十
三
年
十
月
十
七
日
で
し
た
。 

 

顧
み
れ
ば
昭
和
十
四
年
一
月
、
内
原
訓
練
所
に
入
所
以

来
、
実
に
九
年
九
カ
月
振
り
の
我
が
家
で
し
た
。
幸
い
父

母
と
も
健
在
で
あ
り
ま
し
た
。
私
は
長
男
で
し
た
の
で
家

業
の
漁
業
を
継
ぎ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
シ
ベ
リ
ヤ
で
亡
く
な
っ
た
戦
友
の
遺
骨
は
、
全
部

三
年
間
か
け
て
内
地
に
持
ち
帰
り
、
東
京
の
千
鳥
ヶ
淵
の

墓
園
に
奉
納
し
ま
し
た
。 

 

現
地
の
ロ
シ
ア
人
が
墓
標
を
お
守
り
し
て
く
れ
た
お
陰

で
氏
名
も
判
明
し
た
の
で
、
抑
留
さ
れ
て
氏
名
が
は
っ
き

り
し
た
遺
骨
を
故
国
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
は
他
に
例
の
な

い
こ
と
と
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 
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私
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
二
月
生
ま
れ
で
、
昭
和

十
五
（
一
九
四
〇
）
年
一
月
十
日
に
近
衛
歩
兵
第
一
連
隊

に
入
営
、
甲
種
幹
部
候
補
生
と
し
て
盛
岡
予
備
士
官
学
校

を
卒
業
後
、
原
隊
復
帰
、
昭
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
、

現
役
満
期
除
隊
、
十
一
月
一
日
、
歩
兵
第
一
〇
一
連
隊
に

臨
時
招
集
、
陸
軍
少
尉
に
任
ぜ
ら
れ
、
直
ち
に
陸
軍
兵
器

学
校
に
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
大
東
亜
戦
争
開
戦
は
、
兵

器
学
校
で
知
り
ま
し
た
。
学
友
は
次
々
に
原
隊
に
復
帰
、

出
陣
し
、
私
達
残
留
者
は
出
陣
命
令
を
今
日
か
明
日
か
と

待
ち
ま
し
た
が
、
遂
に
命
令
が
来
ず
、
昭
和
十
七
年
一
月

三
十
一
日
に
陸
軍
兵
器
学
校
を
卒
業
、
昭
和
十
七
年
二
月

一
日
に
関
東
軍
付
け
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
関
東
軍
司
令

部
に
行
け
ば
必
ず
第
一
線
部
隊
に
編
入
さ
れ
る
。
こ
れ
が

内
地
で
の
最
後
の
機
会
だ
と
、
親
族
、
友
人
に
別
れ
を
告

げ
、
勇
躍
単
身
で
満
州
国
新
京
（
長
春
）
の
関
東
軍
司
令

部
に
出
頭
致
し
ま
し
た
。 

 

関
東
軍
司
令
部
で
は
兵
器
学
校
同
期
の
戦
友
五
人
と
一

緒
に
な
り
、
共
に
関
東
軍
野
戦
兵
器
廠
牡
丹
江
支
廠
（
第

四
五
〇
部
隊
）
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
直
ち
に
出
発
し
ま
し

た
。 

 

牡
丹
江
は
東
満
州
の
ソ
連
国
境
地
帯
で
、
当
時
は
軍
設

備
の
増
設
や
町
造
り
で
非
常
に
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
野
戦
兵
器
廠
の
仕
事
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。 

 

野
戦
兵
器
廠
の
仕
事
は
、
日
本
や
満
州
で
造
ら
れ
る
兵

器
・
弾
薬
の
集
積
、
整
備
、
手
入
れ
、
及
び
各
作
戦
に
必

要
な
兵
器
弾
薬
の
補
充
等
で
、
当
時
は
支
那
大
陸
の
各
大

作
戦
、
南
方
諸
地
域
で
の
戦
闘
等
に
支
障
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
兵
器
、
弾
薬
の
輸
送
等
、
い
ず
れ
も

重
要
な
任
務
で
し
た
。
そ
し
て
二
十
四
時
間
の
連
続
作
業

の
た
め
に
、
毎
日
の
皆
の
疲
労
と
労
苦
は
大
変
な
も
の
で

し
た
。 

 

部
隊
に
は
三
千
人
の
苦
力
（
ク
リ
ー
）
が
お
り
、
下
士

官
や
兵
は
、
こ
の
ク
リ
ー
を
使
っ
て
、
主
と
し
て
兵
器
弾
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薬
の
集
積
、
貨
車
の
積
み
降
ろ
し
、
下
士
官
は
書
類
作
成
、

軍
属
は
兵
器
（
押
収
兵
器
等
）
の
修
理
整
備
等
を
行
う
の

で
す
。 

 

昭
和
二
十
年
八
月
十
日
の
ソ
連
軍
の
満
州
進
攻
当
時
の

牡
丹
江
付
近
の
状
況
を
説
明
し
ま
す
と
。 

 

昭
和
七
年
九
月
に
満
州
国
が
独
立
し
ま
し
た
。
当
時
日

本
は
不
況
で
、
志
あ
る
者
は
大
陸
へ
、
満
州
へ
と
進
出
し

て
い
ま
し
た
。
政
府
も
満
州
開
拓
団
を
募
集
し
ソ
連
国
境

近
く
に
入
植
さ
せ
ま
し
た
。 

 

入
植
者
は
寒
気
と
荒
れ
地
と
戦
い
な
が
ら
、
十
数
年
の

苦
闘
の
末
、
や
っ
と
米
、
野
菜
、
家
畜
も
順
調
に
収
穫
出

来
る
よ
う
に
な
り
、
子
供
も
生
ま
れ
一
息
と
言
う
と
こ
ろ

で
し
た
。 

 

一
方
、
関
東
軍
は
昭
和
十
九
年
よ
り
各
地
の
戦
争
が
悪

化
し
、
日
本
本
土
防
衛
の
た
め
に
は
戦
線
を
縮
小
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
司
令
部
を
吉
林
省
ト
ン
カ
に
後
退
し
、

国
境
守
備
隊
を
鏡
白
湖
・
大
石
頭
山
岳
地
に
配
置
す
る
作

戦
計
画
を
立
て
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
昭
和
二
十
年
四
月
ご
ろ
か
ら
実
施
さ
れ
、
国
境

に
は
ほ
と
ん
ど
警
備
隊
は
お
ら
ず
、
そ
の
上
、
昭
和
二
十

年
七
月
に
は
在
満
日
本
男
性
の
大
召
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
町
に
も
開
拓
団
に
も
男
は
お
ら
ず
、
女
、
子
供

の
み
で
留
守
を
守
っ
て
い
る
と
言
っ
た
状
況
で
し
た
。 

 

以
上
の
よ
う
な
現
地
状
況
の
八
月
十
日
、
突
然
ソ
連
軍

が
戦
車
を
先
頭
に
装
甲
車
ト
ラ
ッ
ク
を
連
ね
、
一
挙
に
進

攻
し
て
き
た
の
で
、
留
守
中
の
女
、
子
供
は
何
の
抵
抗
も

出
来
ず
、
何
の
保
護
も
受
け
ら
れ
ず
、
た
だ
生
き
る
た
め

に
牡
丹
江
目
指
し
て
逃
げ
る
よ
り
ほ
か
、
生
き
る
道
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
こ
で
女
は
頭
を
坊
主
に
し
、
顔
に
土
を
塗
り
、
仕
事

着
を
着
て
子
供
を
背
負
っ
た
り
手
を
引
い
た
り
し
て
団
体

を
作
り
、
昼
間
は
コ
ー
リ
ャ
ン
や
ポ
ー
ミ
畑
に
隠
れ
、
夜

行
軍
で
逃
げ
ま
し
た
。 

 

そ
の
折
、
子
供
が
大
声
で
泣
き
出
し
、
団
長
は
団
体
が

ソ
連
兵
に
見
つ
か
る
事
を
恐
れ
て
子
供
を
団
体
か
ら
離
し

た
り
、
ま
た
動
け
な
い
子
供
を
満
人
部
落
に
置
い
て
来
た

り
、
悲
し
い
別
れ
を
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
ト
ン
カ

で
は
、
近
隣
か
ら
集
ま
っ
た
女
、
子
供
は
飛
行
場
の
格
納
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庫
に
収
容
さ
れ
、
食
い
物
飲
み
物
も
無
く
、
暑
い
最
中
大

変
苦
労
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
私
達
に
は
何
も
し

て
や
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

私
は
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
五
日
付
で
、
歩
兵
第
三
八

二
連
隊
第
四
中
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
二
十
六
日
に
大
石
頭

の
連
隊
に
着
任
し
ま
し
た
。 

 

連
隊
は
大
石
頭
駅
の
近
く
の
丘
に
天
幕
を
張
り
、
各
隊

共
召
集
さ
れ
た
私
服
の
男
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
軍
服

も
無
く
兵
器
も
無
く
、
た
だ
の
日
本
人
の
集
団
で
し
た
。 

 

連
隊
本
部
に
出
頭
す
る
と
連
隊
長
よ
り
「
直
ち
に
牡
丹

江
兵
器
廠
に
出
張
、
兵
器
を
調
達
せ
よ
」
と
の
命
令
を
受

け
、
中
隊
に
落
ち
着
く
間
も
な
く
兵
器
調
達
に
出
張
し
ま

し
た
。
兵
器
廠
は
各
部
隊
の
兵
器
受
領
者
で
テ
ン
テ
コ
舞

い
で
し
た
が
、
や
っ
と
兵
器
を
整
え
、
大
石
頭
の
駅
に
着

い
た
の
が
八
月
十
六
日
の
昼
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

駅
に
着
く
と
連
隊
副
官
が
待
っ
て
い
て
、
「
昨
十
五
日
、

玉
音
放
送
が
あ
り
戦
争
は
負
け
た
、
部
隊
は
兵
器
を
ソ
連

軍
に
引
渡
し
ト
ン
カ
に
集
合
す
る
。
兵
は
現
地
召
集
者
だ

か
ら
自
由
行
動
と
す
る
」
と
伝
え
ら
れ
、
直
ち
に
兵
器
を

降
ろ
し
、
希
望
す
る
者
を
乗
車
さ
せ
集
合
地
に
向
か
い
ま

し
た
。 

 

集
合
地
で
は
将
校
・
下
士
官
・
兵
に
分
け
ら
れ
、
軍
と

し
て
の
指
揮
系
統
を
完
全
に
無
く
さ
れ
、
私
は
建
築
途
中

の
将
校
宿
舎
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
時
々
集

め
ら
れ
る
私
役
の
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
作
業
は
無
く
、
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
事
か
と
希
望
の
無
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。 

 

寒
さ
が
気
に
な
り
だ
し
た
十
月
五
日
ご
ろ
で
し
た
、

「
皆
を
日
本
に
帰
す
た
め
、
牡
丹
江
の
液
化
駅
ま
で
行
軍

す
る
。
荷
物
を
ま
と
め
て
お
け
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
皆
、

唐
米
袋
で
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
造
り
、
防
寒
衣
類
、
肌
着

を
詰
め
込
み
、
ソ
連
兵
の
荷
物
検
査
を
受
け
出
発
し
ま
し

た
。
辛
い
行
軍
で
し
た
が
落
伍
す
れ
ば
命
の
保
証
は
な
く
、

ま
た
内
地
に
帰
れ
る
と
言
う
希
望
を
持
ち
な
が
ら
、
何
と

か
液
化
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。
全
行
程
三
百
キ
ロ
、
九
日

間
で
歩
き
ま
し
た
。 

 

液
化
で
は
、
兵
器
廠
で
働
く
現
地
労
務
者
の
住
ん
で
い

た
半
洞
窟
の
バ
ラ
ッ
ク
に
入
れ
ら
れ
、
何
も
す
る
こ
と
が
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収
兵
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八
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進
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時
の
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と
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年
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月
に
満
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国
が
独
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ま
し
た
。
当
時
日

本
は
不
況
で
、
志
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る
者
は
大
陸
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へ
と
進
出
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ま
し
た
。
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も
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開
拓
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を
募
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し
ソ
連
国
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近
く
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植
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せ
ま
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入
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は
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数
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の
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、
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順
調
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に
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子
供
も
生
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れ
一
息
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う
と
こ
ろ

で
し
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一
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、
関
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軍
は
昭
和
十
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よ
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各
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の
戦
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悪
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、
日
本
本
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に
は
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を
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小
せ
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、
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、

国
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・
大
石
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岳
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に
配
置
す
る
作

戦
計
画
を
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て
い
ま
し
た
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こ
れ
は
昭
和
二
十
年
四
月
ご
ろ
か
ら
実
施
さ
れ
、
国
境

に
は
ほ
と
ん
ど
警
備
隊
は
お
ら
ず
、
そ
の
上
、
昭
和
二
十

年
七
月
に
は
在
満
日
本
男
性
の
大
召
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
町
に
も
開
拓
団
に
も
男
は
お
ら
ず
、
女
、
子
供

の
み
で
留
守
を
守
っ
て
い
る
と
言
っ
た
状
況
で
し
た
。 

 

以
上
の
よ
う
な
現
地
状
況
の
八
月
十
日
、
突
然
ソ
連
軍

が
戦
車
を
先
頭
に
装
甲
車
ト
ラ
ッ
ク
を
連
ね
、
一
挙
に
進

攻
し
て
き
た
の
で
、
留
守
中
の
女
、
子
供
は
何
の
抵
抗
も

出
来
ず
、
何
の
保
護
も
受
け
ら
れ
ず
、
た
だ
生
き
る
た
め

に
牡
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江
目
指
し
て
逃
げ
る
よ
り
ほ
か
、
生
き
る
道
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
こ
で
女
は
頭
を
坊
主
に
し
、
顔
に
土
を
塗
り
、
仕
事

着
を
着
て
子
供
を
背
負
っ
た
り
手
を
引
い
た
り
し
て
団
体

を
作
り
、
昼
間
は
コ
ー
リ
ャ
ン
や
ポ
ー
ミ
畑
に
隠
れ
、
夜

行
軍
で
逃
げ
ま
し
た
。 

 

そ
の
折
、
子
供
が
大
声
で
泣
き
出
し
、
団
長
は
団
体
が

ソ
連
兵
に
見
つ
か
る
事
を
恐
れ
て
子
供
を
団
体
か
ら
離
し

た
り
、
ま
た
動
け
な
い
子
供
を
満
人
部
落
に
置
い
て
来
た

り
、
悲
し
い
別
れ
を
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
ト
ン
カ

で
は
、
近
隣
か
ら
集
ま
っ
た
女
、
子
供
は
飛
行
場
の
格
納
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庫
に
収
容
さ
れ
、
食
い
物
飲
み
物
も
無
く
、
暑
い
最
中
大

変
苦
労
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
私
達
に
は
何
も
し

て
や
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

私
は
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
五
日
付
で
、
歩
兵
第
三
八

二
連
隊
第
四
中
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
二
十
六
日
に
大
石
頭

の
連
隊
に
着
任
し
ま
し
た
。 

 

連
隊
は
大
石
頭
駅
の
近
く
の
丘
に
天
幕
を
張
り
、
各
隊

共
召
集
さ
れ
た
私
服
の
男
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
軍
服

も
無
く
兵
器
も
無
く
、
た
だ
の
日
本
人
の
集
団
で
し
た
。 

 

連
隊
本
部
に
出
頭
す
る
と
連
隊
長
よ
り
「
直
ち
に
牡
丹

江
兵
器
廠
に
出
張
、
兵
器
を
調
達
せ
よ
」
と
の
命
令
を
受

け
、
中
隊
に
落
ち
着
く
間
も
な
く
兵
器
調
達
に
出
張
し
ま

し
た
。
兵
器
廠
は
各
部
隊
の
兵
器
受
領
者
で
テ
ン
テ
コ
舞

い
で
し
た
が
、
や
っ
と
兵
器
を
整
え
、
大
石
頭
の
駅
に
着

い
た
の
が
八
月
十
六
日
の
昼
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

駅
に
着
く
と
連
隊
副
官
が
待
っ
て
い
て
、
「
昨
十
五
日
、

玉
音
放
送
が
あ
り
戦
争
は
負
け
た
、
部
隊
は
兵
器
を
ソ
連

軍
に
引
渡
し
ト
ン
カ
に
集
合
す
る
。
兵
は
現
地
召
集
者
だ

か
ら
自
由
行
動
と
す
る
」
と
伝
え
ら
れ
、
直
ち
に
兵
器
を

降
ろ
し
、
希
望
す
る
者
を
乗
車
さ
せ
集
合
地
に
向
か
い
ま

し
た
。 

 

集
合
地
で
は
将
校
・
下
士
官
・
兵
に
分
け
ら
れ
、
軍
と

し
て
の
指
揮
系
統
を
完
全
に
無
く
さ
れ
、
私
は
建
築
途
中

の
将
校
宿
舎
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
時
々
集

め
ら
れ
る
私
役
の
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
作
業
は
無
く
、
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
事
か
と
希
望
の
無
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。 

 

寒
さ
が
気
に
な
り
だ
し
た
十
月
五
日
ご
ろ
で
し
た
、

「
皆
を
日
本
に
帰
す
た
め
、
牡
丹
江
の
液
化
駅
ま
で
行
軍

す
る
。
荷
物
を
ま
と
め
て
お
け
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
皆
、

唐
米
袋
で
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
造
り
、
防
寒
衣
類
、
肌
着

を
詰
め
込
み
、
ソ
連
兵
の
荷
物
検
査
を
受
け
出
発
し
ま
し

た
。
辛
い
行
軍
で
し
た
が
落
伍
す
れ
ば
命
の
保
証
は
な
く
、

ま
た
内
地
に
帰
れ
る
と
言
う
希
望
を
持
ち
な
が
ら
、
何
と

か
液
化
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。
全
行
程
三
百
キ
ロ
、
九
日

間
で
歩
き
ま
し
た
。 

 

液
化
で
は
、
兵
器
廠
で
働
く
現
地
労
務
者
の
住
ん
で
い

た
半
洞
窟
の
バ
ラ
ッ
ク
に
入
れ
ら
れ
、
何
も
す
る
こ
と
が
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無
く
、
た
だ
迎
え
の
列
車
を
待
つ
ば
か
り
で
し
た
。
十
一

月
三
日
、
明
治
節
の
朝
、
待
ち
に
待
っ
た
列
車
が
到
着
し

ま
し
た
。 

 

貨
車
は
二
十
ト
ン
貨
車
で
、
両
側
に
二
段
の
棚
が
あ
り
、

中
央
に
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
と
小
便
所
が
あ
り
ま
し
た
。
一

両
に
四
十
人
が
割
り
当
て
ら
れ
、
寝
る
し
か
出
来
な
い
狭

い
貨
車
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

列
車
は
夕
方
発
車
、
国
境
守
備
を
し
て
い
た
戦
友
が
、

「
国
境
に
は
夜
中
に
着
く
、
東
に
行
け
ば
ナ
ホ
ト
カ
、
西

に
行
け
ば
シ
ベ
リ
ア
行
き
と
な
る
」
注
意
し
よ
う
と
言
い

ま
し
た
。 

 

午
前
二
時
ご
ろ
、
「
今
、
満
州
里
の
町
の
灯
が
見
え
た
。

俺
達
は
シ
ベ
リ
ア
に
向
か
っ
て
い
る
。
日
本
に
は
帰
れ
な

い
ぞ
」
と
騒
ぎ
だ
し
、
一
辺
に
希
望
を
無
く
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
こ
の
先
ど
う
な
る
事
か
と
か
、
故
郷
の
話

ば
か
り
に
話
題
が
変
わ
り
ま
し
た
。
出
発
十
日
ぐ
ら
い
し

て
、
た
し
か
バ
イ
カ
ル
湖
岸
の
大
き
な
町
に
着
い
た
時
で

し
た
。
「
今
日
は
衣
類
の
消
毒
と
入
浴
を
さ
せ
る
。
衣
類
全

部
を
持
っ
て
外
に
出
よ
」
と
言
わ
れ
、
外
に
出
る
と
大
き

な
建
物
に
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
中
は
汗
ば
む
ほ
ど
の

温
度
で
し
た
。 

 

裸
に
な
り
衣
類
は
衣
掛
け
に
し
て
右
の
部
屋
に
吊
る
し
、

素
っ
裸
の
ま
ま
左
の
部
屋
に
行
か
さ
れ
、
部
屋
の
入
口
で
、

バ
リ
カ
ン
で
頭
・
脇
・
下
の
毛
を
全
部
刈
り
と
ら
れ
た
後
、

鉄
帽
一
杯
の
湯
を
く
れ
、「
良
く
身
体
を
洗
う
よ
う
に
と
」

指
示
さ
れ
ま
し
た
。
衣
類
を
着
、
頭
か
ら
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
か
け

ら
れ
て
外
に
で
ま
し
た
。 

 

通
訳
か
ら
「
一
二
〇
度
ぐ
ら
い
の
高
温
で
蚤
、
虱
を
死

滅
さ
せ
、
毛
を
刈
っ
た
の
は
毛
ジ
ラ
ミ
を
無
く
し
伝
染
病

を
予
防
す
る
処
置
だ
っ
た
」
と
聞
き
ま
し
た
。
消
毒
が
終

わ
り
、
ま
た
貨
車
生
活
が
十
一
月
三
十
日
ま
で
続
き
ま
す

が
、
各
駅
に
着
く
度
に
車
内
で
燃
や
す
木
切
れ
や
石
炭
を

盗
む
こ
と
が
唯
一
の
仕
事
で
し
た
。 

 

十
二
月
一
日
、
目
的
地
タ
ン
ボ
フ
駅
に
着
き
ま
し
た
。

駅
付
近
は
二
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
積
雪
が
あ
り
、
歩
い
て

ラ
ー
ザ
の
森
第
百
八
十
八
捕
虜
収
容
所
ま
で
行
き
ま
し
た

が
、
二
十
七
日
間
の
貨
車
生
活
で
す
っ
か
り
足
が
弱
く
な

り
、
約
二
キ
ロ
の
距
離
を
半
日
か
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
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い
ま
す
。
こ
の
収
容
所
は
独
ソ
戦
の
時
、
モ
ス
ク
ワ
防
衛

の
た
め
の
ソ
連
陣
地
の
仮
兵
舎
で
し
た
。
や
は
り
半
洞
窟

の
バ
ラ
ッ
ク
建
て
で
、
真
中
に
通
路
、
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ

が
五
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
据
え
ら
れ
、
両
側
に
二
段
づ
つ
の

棚
（
寝
台
）
が
あ
り
、
一
人
一
メ
ー
ト
ル
弱
の
場
所
が
割

当
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

収
容
所
に
入
れ
ら
れ
て
か
ら
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
の

解
氷
期
ま
で
は
仕
事
は
無
く
、
自
分
達
の
燃
や
す
薪
取
り

と
倉
庫
に
貯
え
ら
れ
た
野
菜
の
手
入
れ
が
主
な
仕
事
で
し

た
が
、
一
万
人
近
く
の
集
団
の
燃
や
す
薪
は
多
く
、
特
に

零
下
三
〇
度
近
く
ま
で
下
が
る
一
月
、
二
月
は
相
当
な
も

の
で
し
た
。
薪
は
近
く
の
森
の
木
を
集
め
ま
し
た
が
、
段
々

遠
く
ま
で
行
か
ね
ば
薪
が
無
く
な
り
、
二
月
ご
ろ
に
は
夜

明
け
前
に
出
て
、
日
が
暮
れ
て
帰
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

五
月
、
遅
い
春
が
来
て
氷
が
溶
け
出
す
と
農
作
業
が
始

ま
り
ま
す
。
私
達
は
道
路
工
事
、
鉄
道
補
修
、
農
作
業
、

建
築
作
業
、
工
場
手
伝
い
等
の
班
に
分
け
ら
れ
作
業
に
出

ま
し
た
。
国
際
法
で
将
校
の
捕
虜
は
仕
事
を
し
な
く
て
も

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ソ
連
で
は
私
達
に
仕
事

を
さ
せ
て
欲
し
い
と
の
請
願
書
を
ス
タ
ー
リ
ン
あ
て
に
出

さ
せ
ま
し
た
。 

 

日
本
政
府
は
「
戦
争
に
負
け
、
賠
償
金
を
ソ
連
に
払
わ

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
金
が
無
い
の
で
捕
虜
の
労
働
力
で
払

う
か
ら
、
戦
後
復
興
に
使
っ
て
く
れ
と
言
っ
て
き
て
い
る
。

お
前
達
も
働
け
、
そ
の
た
め
に
こ
の
書
類
に
署
名
せ
よ
」

と
言
う
も
の
で
、
私
達
は
進
ん
で
署
名
し
、
作
業
も
積
極

的
に
し
ま
し
た
が
、
帰
国
し
て
「
政
府
は
そ
ん
な
事
を
約

束
し
た
事
実
は
な
い
」
と
知
り
ま
し
た
。 

 

ソ
連
で
は
ほ
と
ん
ど
の
作
業
に
ノ
ル
マ
が
あ
り
ま
す
。

私
は
夏
の
間
、
農
作
業
班
で
コ
ル
ホ
ー
ズ
（
国
営
農
場
）

で
働
か
さ
れ
、
農
場
内
の
バ
ラ
ッ
ク
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

仕
事
は
種
の
植
え
付
け
、
草
取
り
が
主
な
仕
事
で
し
た
。

ノ
ル
マ
は
、
一
人
何
平
方
メ
ー
ト
ル
と
決
ま
っ
て
お
り
、

草
取
り
等
は
草
が
生
え
て
い
て
も
無
く
て
も
同
じ
広
さ
で
、

草
の
多
い
場
所
に
当
た
っ
た
者
は
大
変
で
し
た
。
初
め
私

達
は
一
生
懸
命
働
い
て
ノ
ル
マ
を
早
く
終
わ
り
、
ゆ
っ
く

り
休
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
日
か
ら
ノ
ル
マ
が
増
や
さ

れ
ま
し
た
。
以
後
は
要
領
よ
く
一
日
が
か
り
で
割
当
作
業
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。
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達
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一
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懸
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い
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ル
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終
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、
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休
み
ま
し
た
と
こ
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次
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ノ
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さ
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ま
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。
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を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
十
月
に
入
り
収
穫
が
終
わ
る
と
、
ま
た
収
容
所
生
活
が

始
ま
り
ま
す
。
抑
留
生
活
三
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

昭
和
二
十
年
、
二
十
一
年
の
冬
が
最
も
悪
く
、
食
物
、
飲

み
水
の
支
給
が
少
な
く
、
寒
さ
と
飢
え
の
た
め
に
多
数
の

栄
養
失
調
者
が
お
り
、
ひ
ど
い
者
は
静
か
に
死
ん
で
い
き

ま
し
た
。
そ
の
死
は
横
に
寝
て
い
た
同
僚
が
気
付
か
ず
、

朝
起
き
な
い
の
で
初
め
て
気
付
く
有
様
で
し
た
。
死
人
が

出
る
と
土
葬
の
た
め
穴
を
掘
っ
て
埋
葬
す
る
の
で
す
が
、

地
面
が
凍
結
し
、
ツ
ル
ハ
シ
が
刺
さ
ら
ず
、
重
労
働
だ
つ

た
こ
と
を
思
い
だ
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
冬
の
作
業
で
嫌
だ
っ
た
の
が
、
便
所
掃
除
で
し

た
。
小
便
は
、
流
れ
て
平
ら
に
な
り
凍
る
の
で
す
が
、
大

便
は
凍
っ
て
積
み
重
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
数
日
ご
と
に
ハ

ン
マ
ー
と
籠
を
持
っ
て
撤
去
し
捨
て
る
の
で
す
が
、
着
替

え
が
な
い
の
で
、
作
業
着
も
平
常
着
も
同
じ
で
す
か
ら
、

外
で
い
く
ら
払
っ
て
も
、
部
屋
に
入
る
と
糞
塵
が
溶
け
て
、

嫌
な
臭
い
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。 

冬
の
生
活
を
乗
り
越

え
、
春
、
夏
に
は
野
草
、
木
の
芽
等
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ

体
力
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ソ
連
の
食
料
支
給
も

年
ご
と
に
多
く
な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
二
年
の
九
月
初
め
、
収
容
所
に
全
員
集
め
ら

れ
「
一
部
を
残
し
日
本
へ
帰
す
。
荷
物
を
ま
と
め
よ
」
と

達
し
が
あ
り
、
残
留
者
名
が
呼
び
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
私

は
残
念
な
が
ら
残
留
組
三
百
人
の
中
に
入
っ
て
お
り
ま
し

た
。 

 

帰
還
組
の
喜
び
と
対
象
的
に
残
留
組
の
失
望
は
大
き
な

も
の
で
し
た
。
し
か
し
残
留
組
も
直
ぐ
帰
れ
る
希
望
が
出

来
、
元
気
に
皆
を
見
送
り
ま
し
た
。
主
力
が
出
発
し
て
か

ら
急
に
食
物
の
割
当
て
も
増
え
、
作
業
は
バ
ラ
ッ
ク
の
掃

除
程
度
に
減
り
ま
し
た
。 

 

私
達
は
帰
る
日
を
今
日
か
明
日
か
と
待
ち
ま
し
た
が
、

帰
還
発
表
は
無
く
昭
和
二
十
二
年
の
冬
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

年
が
明
け
て
昭
和
二
十
三
年
六
月
、
迎
え
の
列
車
が
来

ま
し
た
。
冬
の
シ
ベ
リ
ア
は
見
渡
す
限
り
雪
で
、
ど
こ
も

外
は
凍
り
つ
き
、
人
一
人
見
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
夏
は
一

面
の
荒
野
は
花
で
い
っ
ぱ
い
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
花
、

花
、
本
当
に
シ
ベ
リ
ア
は
広
い
と
思
い
ま
し
た
。
六
月
の
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終
わ
り
ご
ろ
や
っ
と
海
岸
に
出
、
海
を
見
た
時
は
本
当
に

こ
れ
で
内
地
に
帰
れ
る
の
だ
と
、
涙
が
で
ま
し
た
。 

 

ナ
ホ
ト
カ
収
容
所
に
は
多
く
の
人
が
帰
還
の
船
を
待
っ

て
お
り
、
建
設
途
上
の
ナ
ホ
ト
カ
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
造
り
、

道
路
の
整
備
、
土
木
作
業
等
を
し
て
い
ま
し
た
。
夜
は
洗

脳
教
育
が
盛
ん
に
な
り
、
帰
っ
た
ら
日
本
を
赤
化
す
る
よ

う
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
帰
還
船
は
十
日
に
一
隻
ぐ
ら
い
入

港
し
、
そ
の
都
度
収
容
所
の
人
員
は
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
三
年
八
月
八
日
、
私
た
ち
の
乗
る
帰
還
船
「
永

徳
丸
」
が
入
港
、
あ
れ
が
帰
還
船
だ
と
言
わ
れ
た
時
は
、

苦
労
を
乗
り
越
え
や
っ
と
家
に
帰
れ
る
と
思
う
と
涙
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
八
月
十
日
乗
船
、
十
三
日
朝
、
京

都
府
舞
鶴
港
に
上
陸
し
ま
し
た
。
舞
鶴
で
は
米
兵
に
頭
か

ら
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
か
け
ら
れ
、
宿
舎
で
一
泊
、
帰
還
手
続
き
を

終
え
、
十
四
日
に
召
集
解
除
、
満
期
除
隊
と
な
り
軍
務
を

解
か
れ
て
家
に
帰
り
、
父
母
と
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 
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